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ＰＯＰｓスクリーニング基準を検討する際の課題

○ ＰＢＴ基準について

・ 国際的な調和が重要

　　　→諸外国におけるＰＢＴ基準の概要及び基準設定に際しての考え

方の整理が必要

　　　→既存の１２物質についての関連情報の整理が必要

・ 残留性は、物性と密接に関連しており、これを表現するには何らかのモ

デルが必要になるとともに、長距離輸送特性も考慮する必要がある。こ

れらの特性については、残留性及び長距離移動性の評価のためのマルチ

メディアモデルの使用に関し、ＯＥＣＤ／ＵＮＥＰが２００１年１０月

にワークショップを開催（参考資料７参照）したところであり、そのフ

ォローアップが重要。その一方でモニタリングデータの統計的検討も重

要。

○ 長距離移動性について

・ 諸外国でもほとんど未着手の課題である。前述のＯＥＣＤ／ＵＮＥＰの

残留性及び長距離移動性に関するワークショップ及びそのフォローア

ップが重要。

・ その際、①100～1000km 程度の東アジア地域で現実的に予想されるスケ

ールの越境移動に対応する長距離輸送特性への考慮、②海洋国家である

日本としては、海流を通じた長距離移動についての考慮が必要ではない

か？
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